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ラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト用用用
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取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要こここののの取取取りりり付付付けけけ要要要領領領書書書でででははは、、、新新新しししいいいホホホイイイーーールルルモモモーーー
タタタとととそそそののの関関関連連連機機機器器器、、、おおおよよよびびび油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけ
ととと取取取りりり外外外しししにににつつついいいててて説説説明明明しししままますすす。。。当当当初初初ににに取取取りりり付付付けけけららら
れれれててていいいたたた走走走行行行回回回路路路関関関係係係機機機器器器ににに何何何らららかかかののの破破破損損損ががが発発発生生生ししし
ててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず、、、そそそれれれににに関関関わわわるるる修修修理理理作作作業業業おおおよよよ
びびび、、、油油油圧圧圧回回回路路路内内内部部部ののの高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄ををを行行行っっってててかかかららら、、、本本本ホホホ
イイイーーールルルモモモーーータタタののの取取取りりり付付付けけけをををすすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささ
いいい。。。くくくわわわしししくくくははは代代代理理理店店店にににおおおたたたずずずねねねくくくだだださささいいい。。。

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが
体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに
経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受
けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。こここのののよよようううななな怪怪怪我我我ををを放放放置置置すすするるる
ととと壊壊壊疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業なななどどどををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずシシシススス
テテテムムム内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放すすするるるこここととと。。。エエエンンンジジジ
ンンンををを停停停止止止ししし、、、すすすべべべてててのののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを
降降降下下下まままたたたはははブブブロロロッッックククででで支支支えええるるる。。。

油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいままますすすかかかららら、、、手手手なななどどどををを近近近づづづけけけ
ななないいい。。。リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使
いいい、、、絶絶絶対対対ににに手手手ををを直直直接接接差差差ししし入入入れれれたたたりりりしししななないいい。。。

注注注意意意
こここののの保保保持持持ををを怠怠怠るるるととと、、、機機機体体体ががが動動動いいいたたたりりり落落落下下下すすするるる危危危
険険険がががああありりり、、、重重重大大大ななな人人人身身身事事事故故故ににになななるるるおおおそそそれれれがががあああ
るるる。。。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややタタタイイイヤヤヤををを交交交換換換すすするるる場場場合合合なななどどど機機機
体体体ををを浮浮浮かかかせせせるるる必必必要要要がががあああるるるととときききにににははは、、、適適適切切切なななブブブ
ロロロッッッククク、、、ホホホイイイススストトト、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどどををを使使使用用用すすするるるこここ
ととと。。。まままずずず機機機体体体ををを、、、コココンンンクククリリリーーートトトなななどどどのののしししっっっかかかりりり
しししたたた床床床ののの上上上ににに駐駐駐車車車すすするるる。。。ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ前前前ににに、、、
吊吊吊上上上げげげののの邪邪邪魔魔魔ににになななっっったたたりりり整整整備備備作作作業業業にににににに不不不要要要なななアアア
タタタッッッチチチメメメンンントトトなななどどどははは全全全ててて外外外すすす。。。機機機体体体ののの整整整備備備なななどどど
ををを始始始めめめるるる前前前ににに、、、必必必ずずず、、、機機機体体体ががが不不不意意意ににに動動動ききき出出出すすす
なななどどどののの危危危険険険がががななないいいここことととををを確確確認認認すすするるる。。。必必必要要要ににに応応応
じじじ、、、ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドなななどどど適適適切切切ななな支支支持持持具具具ををを利利利
用用用しししててて負負負荷荷荷ををを確確確実実実ににに支支支えええるるる。。。

© 2016—The Toro® Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420

製品の登録は www.Toro.com. この文書は翻訳です。 (JA)
Printed in the USA

禁禁禁無無無断断断転転転載載載 *3403-441* A
 



古古古いいい機機機器器器ののの取取取りりり外外外ししし
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

カッティングユニットを降下させ、エンジン
を停止する。キーは抜き取っておく。

2. 以下の要領で車体から前輪を取り外す

A. 機体が不意に動き出す可能性がないこと
を確認。

B. 前輪のラグナットをゆるめる。

C. 機体をジャッキアップして車輪を浮かす。
機体をジャッキスタンドで支える。ジャッ
キアップ要領については、オペレーター
ズマニュアルを参照のこと。

D. 駐車ブレーキを解除する。

E. ラグナットを外し、車輪とブレーキドラ
ムを車体から外す。

3. ホイールハブをホイールモータに固定してい
るロックナットをゆるめる外さないこと図 1。
ロックナットは少なくとも2回転はゆるめる
こと。

注注注 これにより、テーパがゆるくなってもハブ
が飛ぶ心配がなくなる。

重重重要要要 ホホホイイイーーールルルハハハブブブををを取取取りりり外外外すすすととときききににに、、、ハハハブブブややや
プププラララーーーやややホホホイイイーーールルルモモモーーータタタをををハハハンンンマママーーーでででたたたたたたかかか

ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタををを破破破損損損さささせせせ
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

4. 所定のプラーTOR6004を使用して、ホイール
モータからホイールハブをゆるめる。

5. モータのシャフトからロックナットとホイー
ルハブを外す図 1。

6. ブレーキアセンブリをブレーキアダプタに固
定しているねじ4本を外してブレーキアセン
ブリを取り外す図 1。

注注注 ブレーキアセンブリからブレーキケーブル
を外す必要はありません。

7. ホイールモータの油圧ラインやフィッティン
グの端部から異物が侵入しないように十分に
きれいにする。

8. 組み立て時に間違えないように、ホイールモー
タの接続部にラベルなどを貼る。

9. ホイールモータのフィッティングから油圧ラ
インの接続を外す。ラインからこぼれ落ちる
オイルは適切な容器に回収する。

10. 外したフィッティングやホースにはキャップ
をはめて、フィッティングやホースの内部に
異物が侵入するのを防止する。

11. 各ホイールモータは落下しないように適切に
支持する。
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図図図 1

1. ブレーキドラム 5. ブレーキアセンブリ左 9. 角キー 13. エクステンションスプリング

2. 六角ナット 6. ねじ1/2 x 3 インチ 10. ホイールモータ左 14. ジャムナット5/16 インチ

3. ハブアセンブリ 7. ブレーキスプリングブラケット
またはスプリングクリップ左

11. ロックナット1/2 インチ 15. ブレーキスプリングブラケット
またはスプリングクリップ右

4. ねじ3/8 x 3/4 インチ 8. ブレーキアダプタ 12. ねじ5/16 x 1-1/2 インチ 16. フランジナット5/16インチ
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12. ブレーキアダプタ、ホイールモータ、スプリ
ングクリップをフレームに固定しているロッ
クナット4個を外す図 1。

13. ブレーキアダプタ、ホイールモータ、ブレーキ
スプリングブラケットを機体から取り外す。

14. 新しいホイールモータアセンブリを取り付ける
時に分かりやすいようにフィッティングの位
置を覚えておく。モータについているフィッ
ティングを外してOリングを廃棄する。

新新新しししいいい機機機器器器ををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 新しいOリングにオイルを塗り、先ほどホイー

ルモータから取り外したフィッティングに取
り付ける。

2. フィッティングをホイールモータのポートに取
り付ける先ほど覚えた向きに取り付けること。

注注注左ホイールモータには、図 2のように、シャ
フトに黄色の丸印またはリング状の彫り込み
がなされているので識別できる。

g019201
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図図図 2

1. シャフトに掘り込まれたリングマーク

3. ホイールモータをフレームに対して適切な向
きに調整する。スプリングクリップ、ブレー
キアダプタ、ホイールモータをフレームに取
り付けるキャップスクリュ1/2 x 3インチ4本
を使用する。

4. キャップスクリュにロックナット1/2インチ4
個を取り付けて締め付け、モータ、ブレーキ
アダプタ、スプリングクリップをフレームに
固定する。

注注注 ねじを 91113Nm9.411.5kg.m = 6783ft-lbにトル
ク締めする。スプリングクリップが図 図 1の
ように取り付けられていることを確認する。

5. ブレーキアダプタにブレーキアセンブリを取
り付ける キャップスクリュ3/8 x 3/4インチ4
本を使用する。

注注注 キャップスクリュを 3745N·m 3.74.6kg.m =
2733ft-lbにトルク締めする。

6. ホイールモータのシャフトとホイールのハブ
のテーパ部分を十分にきれいにする。

重重重要要要 ハハハブブブやややホホホイイイーーールルルモモモーーータタタのののシシシャャャフフフトトトにににアアアンンン
チチチシシシーーーズズズやややグググリリリスススなななどどどををを塗塗塗らららななないいいこここととと。。。

7. ホイールモータのシャフトのキー溝に角キー
を入れる。新しい角キーとホイールハブとを
整列させ、ホイールハブをモータのシャフト
にセットする。ハブをロックナットで固定
する。ロックナットを 549671Nm 5668kg.m =
405495ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 通通通常常常のののトトトルルルクククレレレンンンチチチにににトトトルルルククク増増増力力力器器器をををつつつ
けけけててて締締締めめめ付付付けけけるるるここことととはははおおお奨奨奨めめめででできききままませせせんんんががが、、、
最最最大大大締締締めめめ付付付けけけトトトルルルククク 678N·m500ft-lbををを達達達成成成ででで
きききるるるレレレンンンチチチがががななないいい場場場合合合にににはははそそそのののよよようううななな方方方法法法ももも
可可可能能能ででですすす。。。

8. 作業に先立って外したフィッティングやホー
スについているキャップを外す。

9. ブレーキケーブルのクレビスを取り外した場合
には、元通りブレーキアクチュエータレバー
に、コッターピンで固定する。

10. ブレーキドラム、前ホイール、エキスパンショ
ンスプリングを、機体に取り付ける。

注注注 ラグナットを 95 122N·m9.7 12.5kg.m =
7090ft-lbにトルク締めする。

11. 反対側のホイールモータにも同じ作業を行う。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
以下の要領で、油圧フィルタを交換する

1. チャージ/ステアリング回路用フィルタToro
P/N 86–3010の取り付け部周辺をきれいに拭
いて、フィルタの下にオイル受け用の容器を
置く。

2. フィルタを外す。

3. 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを
薄く塗る。

4. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

5. ガスケットが取り付け部に当るまでフィルタ
を手でねじ込み、そこからさらに1/2回転締
め付ける。

6. 油圧オイルタンクのフィルタToro P/N
94–2621にも同じ作業を行う。

7. エンジンを始動して 2分間運転し、システム
内のエアをパージする。

8. エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点
検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルタタタンンンクククのののリリリビビビルルルドドド
1. 油圧オイルタンクに各部品を取り付ける。

2. すべての油圧ラインが正常に取り付けられ、
確実に締め付けられていることを確認する。

3. 油圧オイルタンクに新しい油圧オイルを入れ
る。
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	. 
	? 古い機器の取り外し
	? 新しい機器を取り付ける 
	? 油圧フィルタの交換
	? 油圧オイルタンクのリビルド




